
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 新しい１年がスタートしました。年末年始はいかがお過ごしでしたか？だんだんと冬の厳しい寒さとなり、体調管理にもよりいっそう気を付けなければいけませ

んね。冬は風邪やインフルエンザが注目されることが多いですが、忘れてはいけないのが皮膚トラブルです。まだあまり認知されていないかもしれませんが、子供の

湿疹を早期に治療することで食物アレルギーの発症を抑える可能性があります。つまり、湿疹を放置してしまうと食物アレルギー発症のリスクが高まります。「正し

いスキンケア」「アトピー性皮膚炎」についての詳しい内容は QRコードからでも参照できますので是非、参考にしてみてください。 

 

様々な原因で見られる赤ちゃんの湿疹を総称

して乳児湿疹と呼びます。皮脂の分泌が盛ん

なため、乳児脂漏性湿疹がおこります。よだ

れ、うんち、尿などの排泄物、おむつや洋服の

摩擦などの様々な刺激により刺激性接触性皮

膚炎がおこります。 

どのような原因であってもこの時期の湿疹を

そのまま放置することはおすすめできませ

ん。自己判断せずに早めに医療機関を受診し

ましょう。 
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